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平面図

面取り

釘打ち鉄線掛け又はボルト締め

釘打ち鉄線掛け又はボルト締め

竹又は丸太
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側面図
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正面図
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400以上
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釘打ち鉄線掛け又はボルト締め
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横木丸太

側面図正面図

面取り
釘打ち鉄線掛け

杉皮・しゅろなわ掛け結束

横木丸太

支柱丸太
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側面図 平面図
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支柱丸太
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内

外
)

面取り 釘打ち鉄線掛け又はボルト締め

杉皮・しゅろなわ掛け結束

(
9
5
0
内
外
)

600

GLGL

平面図側面図正面図

支柱丸太

横木丸太

幹周が２９ｃｍ～３９ｃｍの場合は添え木なし
幹周が２０ｃｍ～２９ｃｍの場合は、樹木によって添え木の有無を判断する

（杉皮・しゅろなわ掛け結束）

※　幹周が１０ｃｍ～２０ｃｍの場合は添え木付き

（添え木）
（添え木）

面取り
釘打ち鉄線掛け又はボルト締め

横木丸太

支柱丸太

正面図 側面図 平面図

杉皮・しゅろなわ掛け結束
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-6 布掛け形（幹周10～49cm）-5 八ッ掛け形（幹周10～119cm）

-4 二脚鳥居組合せ形（幹周50～89cm）-3 十字鳥居形（幹周30～69cm）

-2 三脚鳥居形（幹周30～49cm）

１） 支柱などの材料は，公共標仕（建）２３.３.２（３）に

二脚鳥居形（幹周10～39cm）-1

植栽　：　支柱形式

建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
特記事項仕様

(2
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～
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1
,
8
0
0

又はボルト締め

又はボルト締め

１） -１の添え木の有無
２） -１～-６の支柱同士の接合方法（釘打ち鉄線掛け又は
ボルト締め）

３） -５，-６のH
４） -６の支柱材料

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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釘打ち鉄線掛け

9-02

9
0

１）
（釘打ち鉄線掛け又はボルト締め）
-２の支柱同士の接合方法１） 支柱などの材料は，公共標仕（建）２３.３.２（３）による。

-2 生垣

平面図

支柱丸太竹

正面図 側面図

又はボルト締め

杉皮・しゅろなわ掛け結束

(
1
,
0
0
0
内
外
)

GLGL

(
8
0
0
内
外
)

1
,
8
0
0

正面図

平面図

添え木

GL

杉皮・しゅろなわ掛け結束

添え木（竹）

添え柱形（幹周10～14cm）-1

植栽　：　支柱形式

建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
特記事項仕様

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

側溝，街きょ，縁石１） -１１の石材の種別
２） 曲線ブロックの使用の有無

-1 Ｌ形側溝

地業材料は，原則として再生クラッシャランとする。１）

1/20

-2 -3 街きょ-4

縁石-5 -8-7-6

-9 -12 植樹桝用ブロック-11-10

L形側溝 V形側溝

縁石 縁石 縁石

縁石 縁石 縁石(雑割石)
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曲線部は曲線ブロック
コンクリート境界ブロック

50

1
0

(歩道) 5
0

120

1
2
0

(整地面)

220

モルタル

(
1
0
0
)

コンクリート境界ブロック

1
5
0

1
0

250

(歩道) 5
0

150

(整地面)

モルタル

(
1
0
0
)

50

コンクリート境界ブロック

モルタル

(整地面)

1
0 50

120

1
2
0

170(
1
0
0
)

コンクリート境界ブロック

タイプ１ タイプ２

220

120

50

（敷地境界線沿いの場合） （敷地境界線沿いでない場合）

モルタル

(整地面)

50

1
01
5
0

200

150

(
1
0
0
)

コンクリート境界ブロック
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コンクリート縁石及び側溝は，公共標仕（建）２1.３.１２）
による。

9-11

(          ) 切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，切込砂利又は切込砕石

再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，切込砂利又は切込砕石

再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

(          ) (          ) (          )

(          )

(          )
(          )

(          )

(          )

(          )(          )

(          )

50

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

側溝，側溝桝，街きょ桝

-1 U形側溝（プレキャスト）

鉄筋は，公共標仕（建）表５.２.１による。１）

1/20，1/30

-2

-3 -4 -5

-8-7

-6

-9

自由勾配側溝（プレキャスト）

L形側溝桝（現場打ち） 街きょ桝（現場打ち）

U形側溝（プレキャスト）

U形側溝（現場打ち） U形側溝（現場打ち） U形側溝（現場打ち）

V形側溝桝（現場打ち）
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B
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単位(mm)

モルタル

1/20
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道路用鉄筋コンクリート
B
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(
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側溝用ふた
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45°
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H
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舗装面

グレーチング枠付き
鉄筋コンクリートふた又は

L形側溝桝縁塊

45°

1/30 1/30

捨コンクリート

D10-＠200

舗装面 舗装面

(V形グレーチング枠付き)
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(
1
0
0
)

H
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歩車道境界ブロック

舗装面

1
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(
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)

H
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呼び名　300Aの場合呼び名　300Aの場合

又は45°

5
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（
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H

5
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捨コンクリート 5
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捨コンクリート

1/20

1/30 1/30

9-12

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

(          ) (          )

(          )

(            )

(            )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

50 50

1
5
0

50 50

-１，-２のＵ形側溝の呼び名及び種別１）
地業材料は，原則として再生クラッシャラン２） -３，-６～-９の各寸法２）
とする。 -７のＬ形側溝桝縁塊の種別３）
-１，-２のＵ形側溝及びふたは，３） -９の歩車道境界ブロックの種別４）
ＪＩＳ Ａ ５３７２による。 -１の鉄筋コンクリートＵ形ふたの有無及び設ける場合の種別５）
-３～-５は１０ｍ程度の間隔に伸縮目地を４） -２の道路用鉄筋コンクリート側溝用ふたの種別６）
設ける。 -３～-９のふたの種別，ふたがグレーチングの場合はグレーチングの種別７）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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15151515

1515151515

(       )鋳鉄製防臭ふた
枠付き耐重型 (   )鋳鉄管

150φ

(          )

(          )

(   )(       )

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石

9-13
1/30

図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

ガソリントラップ桝

鋳鉄管
150φ鋳鉄製防臭ふた

枠付き耐重型

H

アンカーボルト
4-13φ

捨コンクリート

100

-＠2002
0
0

2
0
0D10

防水

t=15

4
5
0

D10
-＠200

15
2,240X980

150 150 450X450450X450 150 450X450 150

D13

-1

流入口
(
8
0
0
)

D10-＠200

1
5

5
01
5
0

(
1
5
0
)

D13

-2

ガソリントラップ桝

100

ガソリントラップ桝

H

4-13φ
アンカーボルト

捨コンクリート

D10-＠200

D13

防水モル
流入口

タルt=15

2
0
0

150150 450X450

2
0
0

100 150

1,610X980

450X450 100

２）
１）

特記事項
Ｈ
排水管の材質

(
8
0
0
)

1
5

5
0

(
1
5
0
)
1
5
0

D13

１）

仕様

３）
２）

鉄筋は，公共標仕（建）表５.２.１による。
鋳鉄管は，ＪＩＳ Ｇ ５５２５による。
地業材料は，原則として再生クラッシャランとする。

D10-＠200

モルタル

2
0
0

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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9-14
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ba呼び名
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500

450

600　側塊

500　側塊

450　側塊

360360　側塊

b×b

モルタル

調整用コンクリート

側塊

1
5
0

以
上

5050

axa

(グレーチング枠付き)

底塊

b+100

H
(
1
0
0
)

-7 集水桝（プレキャスト）

D10-＠200

捨コンクリート

5
0

(
1
0
0
)
1
2
0

50

940X940

600X600 120120

H
(
6
1
0
～
1
,
2
0
0
)

50

(グレーチング枠付き)

1
5
0

D10-＠200

100 100

捨コンクリート

5
0

(
1
0
0
)

750X750

450X450

H
(
4
6
0
～
6
0
0
)

1
2
0

50

(グレーチング枠付き)

1
5
0

D10-＠200

350X350100 100

650X650
捨コンクリート

50

H
(
4
5
0
以
下
)

1
0
0

5
0

(
1
0
0
)

1
5
0

集水桝（現場打ち）集水桝（現場打ち）

雨水桝雨水桝

雨水桝，集水桝

集水桝（現場打ち）

-２，-３が集水桝の場合，

-6-5

-4-3-2

1/30

１）

雨水桝-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          )

(          )

(          )
(          )

(グレーチング枠付き)

30

504250 42 500

684

5530 41055 41030 30

50

35

400

570

50

35
調整コンクリート

1
0
0
調
整
(
1
7
6
～
3
4
4
)

調整コンクリート

1
0
0

8
0

調
整
(
9
6
～
2
0
4
)

5
0

2
0
0

h
5
0

3
7
0

H

H

3
1
0

5
0

h

1
2
0

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン、

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン、(          )

(          )

D

C
A

B

組合せ

A+B

A+B+C

A+B+D

H

680

780

880

h

426～534

526～634

626～734

D

C
A

B

組合せ

A+B

A+B+C

A+B+D

H

850

950

1,050

h

456～624

556～724

656～824

A+B+C+D

A+B+2D

1,150

1,250

756～924

856～1,024

50
35

240

410

50
35

5
0

3
1
0

1
0
0

3
0

3
9
0

27040 40

調整コンクリート
切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン、(          )

グレーチング コンクリートふた

桝内径 240×240

有孔ふたとする。
地業材料は，原則として２）
再生クラッシャランとする。

-１のふたの種類及び１）

特記事項

グレーチングの種別
-７の寸法の呼び名２）
-２，-３のｈ，Ｈ及び桝を３）
集水桝とする場合
-４～-７のＨ及び４）
グレーチングの種別

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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２） ステップの段数

9-15

底版

底版

底版

ステップ

マンホール底調整コンクリート

h

H

1
5
0

2
0
0

ふた及び受枠

モルタル
調整リング600

ふたボルト

ステップ

調整ワッシャー

(100)1,200(100)

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(600)
(820)

(110)(110) (110)(110)
(820)
(600)

1
5
0

2
0
0

h

H

ふた及び受枠 ふた及び受枠

(110)

(820)

(600)(110)

調整ワッシャー

(110)(600)

(820)

(110)

(75)

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(100)

マンホール底調整コンクリート

調整リング600

3
0
0

3
0
0

(75)

(110)(110)

(820)

(600)

-2-1 雨水マンホール（組立て） 雨水マンホール（組立て）

600
900

斜壁
900

1,200

ステップ

ふたボルト

調整リング600

直壁900

斜壁

モルタル

1,200
躯体ブロック

900(75)

H

h

斜壁

100

直壁900

600
900

モルタル

1,200

2
0
0

1
5
0

ブロック900
躯体

3
0
0

調整ワッシャー

(600)
(820)

(110)(110)

ふたボルト

(75)

マンホール底調整コンクリート

(100)

１） -１，-２，-３のｈ，Ｈ及びふたの種別

-3 雨水マンホール（組立て）

1,200
600

1,200

斜壁

直壁1,200

躯体ブロック

雨水マンホール

1/30

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン，(          ) (          )

(          )

接合部及び底版は(公社)日本下水道協会認定資器材　類１）

仕様

による。
地業材料は、原則として再生クラッシャランとする。２）
ステップはステンレスＳＵＳ３０４，２２φ，幅３００とする。３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/30

-3

-4

トラップマンホール１） 鋳鉄製防臭ふた及び鋳鉄製耐重型ふたの種別
Ｈ，ｈ２）

鋳鉄管は，ＪＩＳ Ｇ ５５２５による。
２）
１）

地業材料は，原則として再生クラッシャランとする。
３）

トラップマンホール

トラップマンホール

D13 6
0
0

6
0
0

6
0
0

H

h

5
0

2
0
0

5
0

(
1
5
0
)

汚水

D13

2
0
0

捨コンクリート

雨水
1
0
0

-＠200
D10

50

100

180 1801,200φ

マンホール側塊

ステップ

600φ

(鋳鉄製防臭ふた枠付き耐重型)

950X900

600φ

D10-＠200

H

断　面

5
0

2
0
0

5
0

(
1
5
0
)

汚水

D13縦横＠100

100

1
5
0

(鋳鉄製防臭ふた枠付き耐重型)

補強筋D16

(鋳鉄製ふた枠付き耐重型)

600X900

ステップ

D10-＠200

2,250x1,400

捨コンクリート

50

200 200 200

4
0
1
6
0

h

雨水

開口補強配筋
1
,
3
0
0

D13縦横＠100

補強筋D16

2,150

9-16
３）

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン、

切込砂利又は切込砕石
再生クラッシャラン、(          )

(          )

ステップはステンレスＳＵＳ３０４，２２φ，幅３００とする。 ステップの段数

※ -1・-2は欠番

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



9-17

浸透側溝浸透トレンチ

浸透施設

-3-2

1/30

浸透桝-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

砂

単粒度砕石

不織布

W

（150）（150）
（
1
5
0
）

1
0
0

H
H

(鉄筋コンクリートふた 又は グレーチング)

ごみ除去用かご

底面フィルター

浸透桝
浸透管

単粒度砕石

砂 W

1
0
0

H
H

D

W

（
1
0
0
）

1
0
0

（
1
0
0
）

（W+450）
砂

単粒度砕石

不織布浸透側溝

（つなぎ材）

側溝受材

不織布

１） -１，-３のW，H ，H　１） 浸透桝，浸透トレンチ，浸透側溝は製造所の仕様による。

(舗装面) (舗装面) (舗装面)

(鉄筋コンクリートふた 又は グレーチング)

1

2

H
H

1

2

2
1

1 2

２） -２のW，H ，H ，D
３） -１の浸透桝，-２の浸透管，-３の浸透側溝の種類
４） -１のごみ除去用かごの材質
５） -１，-３のふたの種類
６） 単粒度砕石の粒度
７） -３の側溝受材の寸法及び設置間隔

1 2

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



9-21

-4 -5・-6

路　盤

溶接金網 4
0

（路  床）

1
5
0
(
2
0
0
)

コンクリート版

プライムコート  PK-3
基　層
表　層

路　盤

T
+
8
0

T

プライムコートPK-3

タックコートPK-4

(路  床)

4
0

( T(mm):150,200,250 を設定する。)

表　層

路　盤

プライムコートPK-3

(路  床)

T
+
5
0

5
0

T

-3 半たわみ性舗装コンクリート舗装又はカラーコンクリート舗装（常温系）

により目地を設ける。
１） -２のコンクリート舗装においては公共標仕（建）２２.５.４（５） 構内舗装断面　：　車道部

-2

1/10

アスファルト舗装-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

路盤材

クラッシャラン
再生クラッシャラン 路盤材

路盤材

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

注）路盤はＴＡ法による構造設計による。

クラッシャラン
再生クラッシャラン

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

アスファルト混合物（Ⅰ型）

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は

浸透用セメントミルクを浸透

半たわみ舗装用

（カラー舗装材）

注）(  )の寸法:大型車の通行が見込まれる場合
1
5
0
(
2
0
0
)

クラッシャラン
再生クラッシャラン

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

6～10

注入目地材

6～10

注入目地材

先に舗装した
コンクリート版

後に舗装した
コンクリート版

6～10
注入目地材

建築物
構造物等

目地板

20

注入目地材

目地板

コンクリート舗装の目地の構造

収縮目地 突合せ目地

伸縮調整目地 横膨張目地

インターロッキングブロック

敷砂層

路　盤

(3) (3)

T
+
1
0
0

2
0

8
0

T

インターロッキングブロック舗装

(路  床)

路盤材

-5　加熱系（アスファルト混合物

路　盤

プライムコートPK-3

(路  床)

T
+
5
0

5
0

T

カラーアスファルト舗装

路盤材

　　　　　　又は石油樹脂系混合物）

路　盤

TT
+
5
0

-6　常温系（ニート工法又は塗布工法）

5
0

(路  床)

プライムコートPK-3

路盤材

表　層

カラー舗装材

クラッシャラン
再生クラッシャラン

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

注）路盤はＴＡ法による構造設計による。

3
0
0
(
4
0
0
)

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は

注）路盤はＴＡ法による構造設計による。 注）路盤はＴＡ法による構造設計による。

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は

クラッシャラン
再生クラッシャラン

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

クラッシャラン
再生クラッシャラン

粒度調整砕石
再生粒度調整砕石

不織布

4
0

4
0 4
0

( T(mm):100,150 を設定する。) ( T(mm):150,200,250 を設定する。) ( T(mm):150,200,250 を設定する。)

4
0

( T(mm):100,150 を設定する。)

注）路盤はＴＡ法による構造設計による。

２） インターロッキングブロック舗装の目地には砂を充填する。

１） 凍上抑制層のある場合の材種及び厚さ

特記事項

２） -１，-３，-５，-６のアスファルト混合物の種類
３） 路盤材料の種類及び厚さＴ
４） -２のコンクリート舗装の注入目地材の種類
５） -４のインターロッキングブロックの種類及び敷設パターン
６） -２，-５，-６のカラー舗装材の種類と使用量
７） 敷砂層の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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-6　常温系（ニート工法又は塗布工法）

-3 透水性アスファルト舗装

路　盤

2
3
0

1
0
0

3
0

フィルター層1
0
0

(路  床)

路　盤

路　盤

プライムコートPK-3

カラー舗装材

1
3
0

1
0
0

3
0

(路  床)

(路  床)

3
0

1
0
01
3
0

カラー舗装材

プライムコートPK-3

路　盤

コンクリート版

1
7
0

7
0

1
0
0

プライムコートPK-3

(路  床)

路　盤

(路  床)

3
0

1
0
01
3
0

プライムコートPK-3

-5・-6 カラーアスファルト舗装

-2 コンクリート舗装又はカラーコンクリート舗装（常温系）

構内舗装断面　：　歩道部

1/5

アスファルト舗装-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

路盤材 路盤材

路盤材

路盤材

２２.５.４（５）により目地を設ける。
-２のコンクリート舗装においては公共標仕（建）１） 凍上抑制層及びフィルター層のある場合の材種及び厚さ１）

特記事項仕様

-5　加熱系（アスファルト混合物
　　　　　　又は石油樹脂系混合物）　　　　　

クラッシャラン
再生クラッシャラン

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は(         　    )

(カラー舗装材)

クラッシャラン
再生クラッシャラン

路盤材

クラッシャラン
再生クラッシャラン

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は(         　    )

不織布

-４ 透水性コンクリート舗装

路　盤

2
7
0

1
0
0

7
0

フィルター層

1
0
0

(路  床)

路盤材

クラッシャラン
再生クラッシャラン

透水性コンクリート版

不織布

(          )

(          )

(          ) (          )

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          ) クラッシャラン

再生クラッシャラン(          )

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は(         　    )

3
0

6～10
注入目地材

先に舗装した
コンクリート版

後に舗装した

6～10
注入目地材

建築物
構造物等

目地板

20

注入目地材

目地板

コンクリート舗装の目地の構造

収縮目地 突合せ目地

伸縮調整目地 横膨張目地

3
0

6～10
注入目地材

3
0

3
0

コンクリート版

-１，-３，-５，-６のアスファルト混合物の種類２）
-２のコンクリート舗装の注入目地材の種別３）
-２，-５，-６のカラー舗装材の種類，使用量４）
路盤材料の種類５）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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(3)(3)(3)

-5-4

1
9
0

6
0

1
0
0

敷砂層

インターロッキングブロック

3
0

5

路　盤

(路  床)

敷砂層

歩道用コンクリート平板
(300×300)

1
9
0

6
0

3
0

1
0
0

5

6
0

3
0

9
0

インターロッキングブロック舗装コンクリート平板舗装

路　盤

弾性舗装材

(路  床)

3
0

1
0
0

1
4
5
～
1
5
0

路　盤

(路  床)

3
0

1
0
0

6
0
～
1
0
0

2
6
0
～
3
0
0
（
2
4
0
～
2
8
0
）

舗石・れんが

敷砂層

コンクリート版又は

(
5
0
)

(10)

-2

弾性舗装

構内舗装断面　：　歩道部

1/5

舗石・れんが舗装

-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

路盤材

路盤材

インターロッキングブロック舗装１）

仕様

路盤材

クラッシャラン
再生クラッシャラン

加熱アスファルト混合物
再生加熱アスファルト混合物又は(         　    )

(          )

路　盤

(路  床)

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          )

(3)(3)(3)

2
9
0

6
0

1
0
0

敷砂層

透水性インターロッキングブロック

3
0

透水性インターロッキングブロック舗装-3

路　盤

(路  床)

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          )

不織布

路盤材

路盤材

1
0
0 不織布

フィルター層

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          )

プライムコートPK-3

7
0

注）(　)の寸法：基層がアスファルト混合物の場合

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          )

1
5
～
2
0

不織布

再生加熱アスファルト混合物又は
加熱アスファルト混合物

5

路　盤

(路  床)

敷砂層

誘導用床材・注意喚起用床材
(300×300)

1
9
0

6
0

3
0

1
0
0

5

6
0

3
0

9
0

誘導用床材・注意喚起用床材-6

路盤材

クラッシャラン
再生クラッシャラン(          )

の目地には砂を充填する。
-４でコンクリート版の場合は，２）
公共標仕（建）２２.５.４（５）により
目地を設ける。
誘導用床材・注意喚起用床材の３）
ブロックパターンは，JIS T 9251
による。

凍上抑制層及びフィルター層のある場合の材種及び厚さ１）

特記事項

-１～-３の敷砂層の種類２）
-２のインターロッキングブロックの種類，-３の透水性インターロッキングブロックの種類３）
-４の舗石・れんがの種類４）
-４で基層がアスファルト混合物の場合のアスファルト混合物の種類５）
-５のアスファルト混合物の種類６）
-５の弾性舗装材の種類と使用量７）
-６の誘導用床材・注意喚起用床材の材種及び厚さ８）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

-1 車止め

駐車場：車止め

1/10,1/50

L=(600)

H
=
(
1
2
0
)

W
=
(
2
0
0
）

W=(200）

無収縮モルタル充填

立　面　1/10

平　面　1/10

断　面　1/10

取付アンカー

駐車場　標準平面　1/50

車止めブロック車路

入庫誘導線

入庫誘導線（
2
,
3
0
0
～
2
,
5
0
0
）

（5,000～6,000）

（1,000～1,200）

L=(600)

駐車ます（　）内寸法は、駐車場法に該当する１）

(
5
0
）

(50）

M12 アンカーボルト

普通乗用車用を示す。
２）

(
2
0
)

9-25

車止めブロック
（既製品）

L , W , H , D１）

駐車ます

D

駐車ます寸法２）
舗装面へのアンカー等の取付けは製造所の仕

接着剤
（エポキシ系）

(既製品)

建築工事標準詳細図　令和４年版

様による。

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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縦筋交互折曲げ

22φ

ステンレスSUS304

ステンレスSUS304

ステンレスSUS304

(ステンレス製ボールベアリング入)

（指定仕上材）

(
5
0
)

FB-6X50

P

(3,000～5,500)

(南京錠)

再生クラッシャラン，

コンクリート直均し仕上げ

SUS304 t=5

(
5
0
0
)

5
0

(
1
0
0
)

1
5
0

(600)

150

(20)

(
2
0
)

H
(
1
2
0
0
以
下
)
+
3
0

LP

アンカーD10-＠200

補強　-3.2通しもの

鉄筋に溶接

ステンレス製旗丁番152

 -150X75X6.5
コンクリート打込み

丁番取合い  1/5

D13

の上（指定仕上材）

コンクリート打放し

D10-＠200
隅角部D13

の上（指定仕上材）

舗装面

D10-＠200

D13

捨コンクリート

切込砂利又は切込砕石

断  面  1/20

25 25

4
5

2
0

4
0

6

L

L

1
0
0

5
0

50 3030

4
0

-6

まる落とし受け座  1/5

舗装面

19φ

70

ストッパー  1/5

摺車70φ以上

FB-6X50

P -4.5両面

ステンレスSUS304

FB-3X38-＠450

レール  1/5

かんぬき取合い  1/5

平  面  1/20

□-30X20X1.6-＠100程度 □-60X30X2.3

3
0

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)

まる落とし ステンレスSUS304 16φ

150

D10-＠200

D13

まる落とし ステンレスSUS304 16φ

A B C D

1,000

A

溶接

ステンレスSUS304 t=5

65

5
0

50

5
0

ステンレスSUS304 t=5

8
0

ステンレス

65

5
0

溶接

溶接 溶接
50

2 8

10

8 2

30

A部 B部 C部 D部

70 5
1

2
1

8

立  面  1/20

SUS304 t=5

ステンレス
SUS304 t=4

ステンレス

ステンレス
SUS304 t=5

-2 門柱

門　：　両開き戸

1/5，1/20

両開き戸-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

2
W

2
W

1W

(          )

21

を使用してもよい。
２） レールは，ＦＢ-６.０×５０のかわりにＬ-４０×４０×５

４）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別
コンクリート打放しの種別

３）

１） 見えがかり鉄面は，ＳＯＰ塗りとする。
２）
Ｈ，Ｗ　，Ｗ１）

特記事項仕様

指定仕上材の種類

ステンレスSUS304
-6PL

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



水抜き穴 ＠1,000程度
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縦筋交互折曲げ

上部けずり落とし

ステンレス製

などを注入する

（指定仕上材）

(
5
0
)

t=6
SUS304

ステンレス

P

振止め   -6

PL

L -6P

の上（指定仕上材）

-9-80X115

D13

D10-＠200

(南京錠)

コンクリート直均し仕上げ

断  面  1/20

捨コンクリート

D13

D10-＠200

舗装面

隅角部D13
D10-＠200

の上（指定仕上材）
コンクリート打放し

D13

引き戸及び基礎断面  1/20

振止め   -6.0 ガイドローラー付き

□-40X20X1.6

(コンクリート直均し仕上げ)

捨コンクリート

(指定仕上材)

D13-＠200ダブル

D10-＠300ダブル

ガイドローラ付き
P

□-40X20X1.6-＠1,500

引き戸断面  1/5

L-75X75X9
ステンレスSUS304

排水溝

水抜き穴＠1,000程度

ボールベアリング入り

摺車75φ以上

溶接

9φ

1
1
0

L-30X30X3-＠600

□-60X30X2.3-＠1,500

ストッパー  1/5

9φ

溶接

＠1,000程度
水抜き穴

内部にモルタル

溶接

ステンレス SUS304

溶接

L

3
0

450

7
5

4
0

(
1
0
0
)
5
0
(
2
0
0
)

H
/
3

100

(900)

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)
+
3
0

(
2
0
)

(
1
5
0
)
(
5
0
0
)

5
0

(
1
0
0
)

(600)

(20)
150

立  面  1/20

3
0

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)

□-30X20X1.6-＠100程度

□-60X30X2.3

振止め

L-30X30X3

□-60X30X2.3-＠1,500程度

□-30X20X1.6-＠100程度

□-40X20X1.6□-60X30X2.3

ステンレスSUS304 t=5

溶接

SUS304 t=5
ステンレス

溶接

ステンレス SUS304

ステンレスSUS304 22φ

止め材

SUS304 t=4
ステンレス

C部B部A部

かんぬき取合い  1/5

50

8
0

30

7
0

8

1
1

1
1

C

B

A

平  面  1/20

W (3,000～5,500)

1
8
0

450

-2 門柱

門　：　引き戸

1/5，1/20

引き戸-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石(          ) 再生クラッシャラン，

切込砂利又は切込砕石(          )

５）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別

２） Ｗが４,０００ｍｍ以上の場合は，中央に戸車を増付けする。

４）
引き戸基礎の範囲
コンクリート打放しの種別

３）

１） 見えがかり鉄面は，ＳＯＰ塗りとする。
２）

Ｈ，Ｗ １）

特記事項仕様

L

指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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(南京錠)

縦筋交互折曲げ

ステンレスSUS304 16φ

（指定仕上材）

(
5
0
)

の上（指定仕上材）

ステンレス

6X50

150

(20)

(
2
0
)

1
0
0

5
03
0

5
0

3
0

1
0
0

2
0

5030 30

19

60

30

5
30

18φ

18φ

ステンレスSUS304 t=5

まる落し受け座  1/5

まる落し

FB-3.8X38

ステンレスSUS304
3X30X60

SUS304

ステンレスSUS304 t=5

3
0

3
0

L-50X50X6

溶接

□-30X20X1.6

補強  -3.2通しもの

ステンレス製旗丁番152

アンカーD10-＠200

丁番取合い  1/5

PL

(
5
0
0
)

5
0

(
1
0
0
)

1
5
0

(600)

150
(20)

(
2
0
)

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)
+
3
0

D13

コンクリート打放し

D10-＠200
隅角部D13

の上（指定仕上材）

舗装面

D10-＠200

D13

捨コンクリート

断  面  1/20

コンクリート直均し仕上げ

22φ

L-50×50×6P

□-30X20X1.6-＠100程度 □-60X30X2.3

3
0

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)

まる落し ステンレスSUS304 16φ

W (2,400以下)

A B C D

500

A BC D

L-50X50X6
戸当り 　-2.3L

かんぬき取合い  1/5

平  面  1/20

溶接

ステンレスSUS304 t=5

65

5
0

50

5
0

ステンレスSUS304 t=5

8
0

ステンレス

65

5
0

溶接

溶接 溶接50

2 8

10

8 2

30

A部 B部 C部 D部

70 5
1

2
1

8

立  面  1/20

SUS304 t=5

ステンレス
SUS304 t=4

ステンレス
ステンレス
SUS304 t=5

まる落とし ステンレスSUS304 16φ

SUS 304

-2 門柱

門　：　両開き戸

1/5，1/20

両開き戸-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石(          )

４）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別
コンクリート打放しの種別

３）

１） 見えがかり鉄面は，ＳＯＰ塗りとする。
２）

Ｈ，Ｗ １）

特記事項仕様

指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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(南京錠)

縦筋交互折曲げ

（指定仕上材）

(
5
0
)

の上（指定仕上材）

L-50X50X6

□-60X30X2.3
溶接

□-30X20X1.6

止め材

ステンレスSUS304 22φ

ステンレスSUS304 t=5

コンクリ－ト打放しの上（指定仕上材）

150

(
2
0
)

(20)

6
5

溶接

□-30X20X1.6

L-50X50X6

補強  -3.2通しもの

ステンレス製旗丁番152

アンカーD10-＠200

150

(20)

(
2
0
)

PL

戸当り部  1/5 丁番取合い  1/5

(
5
0
0
)

5
0

(
1
0
0
)

1
5
0

(600)

150
(20)

(
2
0
)

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)
+
3
0

D13

コンクリート打放し

D10-＠200
隅角部D13

の上（指定仕上材）

舗装面

D10-＠200

D13

捨コンクリート

断  面  1/20

コンクリート直均し仕上げ

ステンレスSUS304 t=6.0

C部B部A部

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)

3
0

□-60X30X2.3 □-30X20X1.6-＠100程度

CBA

W (1,200以下)

L-50X50X6 L-50X50X6

8
0

溶接

ステンレス
SUS304

かんぬき取合い  1/5

平  面  1/20

8
0

ステンレス

65

5
0

溶接 溶接
50

2 8

10

8 2

30

70 5
1

2
1

8
立  面  1/20

SUS304 t=5

ステンレス
SUS304 t=4

ステンレス
ステンレス
SUS304 t=5

SUS304 22φ

60 28

-2 門柱

門　：　片開き戸

1/5，1/20

片開き戸-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石(          )

４）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別
コンクリート打放しの種別

３）

１） 見えがかり鉄面は，ＳＯＰ塗りとする。
２）

Ｈ，Ｗ １）

特記事項仕様

指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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ボールベアリング入り70φ以上

（指定仕上材）

(
5
0
)

PL

LP

-6LP

PL -6

-6LPP

の上（指定仕上材）

摺車ステンレス製

隅角部D13

コンクリート直均し仕上げ

断  面  1/20

捨コンクリート

D13

D10-＠200

縦筋交互折曲げ

の上（指定仕上材）

舗装面

D10-＠200

コンクリート打放し

D13

 引き戸及び基礎断面  1/20

(指定仕上材)

捨コンクリート

D13-＠200ダブル

D10-＠300ダブル

振止め   -6 ガイドローラ付き

(コンクリートこて仕上げ)

引き戸断面  1/5

FB-3X38-＠450

L-90X90X6
収納部レール

FB-6X50
開口部レール

ガイドローラー付き
振止め   -6

ストッパー  1/5

収納部レール
L-90X90X6

3
0

5
0

1
0
0

30 30 50 30

(
2
0
0
)

(500)

5
0

(
1
0
0
)

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)
+
3
0

(
2
0
)

(20)
150

(600)

1
5
0

(
1
0
0
)
5
0

(
5
0
0
)

L

立  面　1/20

H
(
1
,
2
0
0
以
下
)

3
0 □-30X20X1.6 ＠100程度□-60X30X2.3

A

平  面　1/20

振れ止め引通し

開口部レ－ル　FB-6X50

W(1,200～1,500)

(1/3W)

立上りカット部

L-90X90X6
納入部レ－ル

ストッパ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(150)(200)

(36)

平面断面　　　

A部詳細  1/5

立面

(10)(10) (10)

(30)

(
2
0
)
(
4
0
)
(
2
0
)

(
8
0
)

(
5
5
)

(
3
0
)

(
5
5
)

SUS304 t=5
ステンレス　　　

-6

-2 門柱

門　：　引き戸

1/5，1/20

引き戸-1

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石

再生クラッシャラン，
切込砂利又は切込砕石(          ) (          )

４）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別
コンクリート打放しの種別

３）

１） 見えがかり鉄面は，ＳＯＰ塗りとする。
２）

Ｈ，Ｗ １）

特記事項仕様

指定仕上材の種類

アンカーD10-＠200

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

-1 擁壁（法令等による規定の対象外の場合）

1/20，1/30

擁壁（法令等による規定の対象外の場合）

9-42

▽擁壁上部地上面

仕様 特記事項
１）１５ｍ程度の間隔で１５ｍｍ程度の伸縮目地を設け，中間１） H，L，H　，W　，W　

には収縮目地を設ける。
２） 伸縮目地は成形伸縮目地とする。

伸縮目地の材質

L

断面　1/30

300

H

裏込め石
切込砕石（クラッシャラン），切込砂利または
再生クラッシャラン

吸出し防止マット 200×200程度

▽基礎床版上端面

1
0
0

3
0
0

1
5
0
以
上
か
つ

≧
0

側
溝
底
面
以
深

側溝

1
0
0
5
0

捨コンクリート

H

▽埋戻し面▽埋戻し面

H

水抜孔 径75mm以上の硬質ポリ塩化ビニル管

(1,500)

正面　1/30

3
0
0

伸縮目地 収縮目地

▽基礎床版上端面

▽擁壁上部地上面

L

水抜孔 径75mm以上の硬質ポリ塩化ビニル管

(1,500)

平面　1/30

伸縮目地 収縮目地

a部 b部

基礎床版下端まで切断

a部（伸縮目地断面詳細）1/20 b部（収縮目地断面詳細）1/20

W

打増し 20

打増し 20

打継ぎをする場合は

▽基礎床版下端面

（不織布）

W

W H

切込砕石（クラッシャラン），

再生クラッシャラン
切込砂利または

W

W

(指定仕上材)

(前面側) (背面側)

ここで打継ぐ

(15) 15目地材

1

1

2

1 1 ２

2

1

2

２）
指定仕上材の種類及び範囲３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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